
目標：自分から学習を進める力を身につけよう 

◆３・４年生はこんな時期です◆ 

・何にでも興味を示し、行動範囲が広がります。 

・自分でやろうとすることが増えてきます。 

・手助けや励ましで、やる気が増し、少しずつ自分でできるようになります。 

家庭学習のヒント 

・教科書やノートを見て、その日に習ったことを確かめる。 

・テストやプリントで間違ったところをもう一度やり直す。 

・明日の学習内容に目を通しておく。（予習） 

・教科書の文章を、様子がわかるように声に出して読む。 

・教科書やドリルをよく見て、漢字の読み書きの練習をする。 

・主語や述語、段落に気をつけて作文や日記を書く。 

・国語辞典を使い、言葉集めをする。 

・漢字辞典を使い、漢字の意味や熟語を調べる。 

・ローマ字を読んだり書いたりする。 

・いろいろな種類の本を選んで読む。 

・かけ算・わり算ができるように繰り返し練習する。 

・三角定規や分度器、コンパスを正確に操作できるように練習する。 

・地図帳を見て地名を調べたり、４７都道府県の位置や名前を覚えたりする。 

・デジタルツール（タブドリなど）を用いて、予習・復習をする。 

〈かかわり方のポイント〉 

☆認めて、ほめて、自信をつける☆ 

○子どもがわからないところを一緒に考えながら、少しずつ自分で学習できるようにし

ましょう。 

○学習を始める時間を一緒に決めましょう。 

○テレビやゲームは家族で話し合って時間を決めましょう。 

○子どものちょっとしたがんばりをほめましょう。 

○学校からのプリントを手渡しているか確認しましょう。 

○宿題を自分で確認させるようにしましょう。 

○翌日の学習や用具の準備を確認させるようにさせましょう。 

○子どもが興味をもったことを本や辞書などで一緒に調べてみましょう。 

○子どもと一緒に読む本を選びましょう。 

○キャッチボール、なわとび、百人一首や将棋など、一緒に遊ぶ機会を持ちましょう。 

○「早寝早起き朝ごはん」「あいさつ」などの基本的生活習慣を身につけさせましょう。 


